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Table1.Ageandsexdistribution

Age
1983 1984

M F T(%) M F T(%)

0～10

10～20

20～30

30～40

40～50

50～60

60～70

70～80

80～90

90～

43

19

24

30

28

48

59

57

13

1

3

1

5

12

18

11

13

9

4

0

46(11,6)

20(5.0)

29(7.3)

42(10,6)

46(正1.6)

59(14.8)

72(18.1)

66(16.6)

17(4.3)

1(0,3)

37

星5

32

34

35

61

60

57

16

1

8

1

7

8

12

18

12

12

1

0

45(10.5)

16(3.7)

39(9.1)

42(9.8)

47(H.0)

79(18.5)

72(16.9)

69(16.2)

17(4.0)

1(0.2)

Total 322 76 398 348 79 427

は じ め に

前回(1977年1月 ～1982年12月)の 入院患老臨床統

計1)に 引 き続 き,1983年1月 か ら1984年12月 までの2

年間の臨床統計を行な ったので結果 を報告す る.

なお,報 告年度におけ る入院患者予算ベ ッド数は60

床 で,占 拠率は常時ほぼ80%以 上 であった.

対象並びに方法

上記2年 間に京都 大学医学部附属病院泌尿器科に入

院 した患者825名 に ついて,年 齢 ・性別頻度,疾 患別

頻度,主 要 疾患頻 度,入 院 期間中死亡者数,剖 検例

数,手 術件数 と内容別頻度な どを,主 として入院台帳

に基づ き調査 した.

なお,両 年度に またが る入院は第1年 度 のみに 算入

したが,年 度別治療の算定は治療が施行 された年度 と

した.し たが って,ご く一部で,治 療 の対象疾患 が当

該年度以外に存在する可能性 もある.ま た同一人 が,

同一年度又は両年度に2度 以上入院 した場 合は,そ れ

ぞれ別個に算定 した.し か し,い ずれ もごく少数例 で

ある,

結 果

1)入 院患者数 と性別

1983～1984年 の2年 間の総患者数は825名 で,前 回

報告 の年間平均患者数399名 に比べて若干の増 加が見

られ る,

性別に見 ると,男670名,女155名,男 女比4.32=1

で,前 回 とほぼ変 りなか った.過 去 の報告1・2'と対比

してみ ると,性 別比では男子患者の比率が増 加 してい

るが,主 に 前立腺肥大症 を含む,尿 路性器腫瘍 の男子

患

者

数

1鋤

11臼

1四

6日

1日

臼
日一1229一 鈎 側6日 一ra8e-gg}

!}勿3a一 姻5IH囹 臼7匪e臼9H日9

年 齢

F量9.1.Ageandsexdistributio鳳

患老数が増加 した ことに よる.

Table1は,10歳 年齢階級別,性 別入院患者数,

括弧 内にその百分率を示 した.両 年度 とも,50歳 以上

の入院が1983年54.1%,1984.年55.8%と 半数を越 え

る.

Fig・1は,両 年度の階級別,性 別頻度を実数 で示

した.

なお,以 下単eere者 数,症 例数をあげる場 合は,玉9

83,1984両 年度 の合計数をい う.

2)疾 患別頻度

疾患別頻度を年度毎及び性別にTable2～13に 示

し,頻 度 の高い腫瘍,結 石,尿 路性器奇形 の全疾患に

占め る比率をTablei4に 示 した.

なお,複 数の疾患 を持 つ患者 は,そ れぞれ の項 目に

含めた.

① 腫瘍(Table2)

前立腺腫瘍(肥 大症を 含む),膀 胱腫瘍が 大半を 占
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Table2.Urogenita1Tumors

M

1983

F M

1984

F

Kidney

「enalcellca.

nephroblastoma
コ

metaStat1CtUmOr

ang三 〇皿yolipoma

Renalpelvis

Urcter
サ

carclnoma

polyp

Bladder

Retropcritonealtumor

Prostate

BPH
ロ

carcmoma

sarcoma

Urethra
コc

arclnoma

polyp

caruncle

Paraurethra

Pen量s
ロ

carc1110ma

co職dyroma

Testis

Epid量dymis

Spermaticcord

Scrotalskin

Miscellaneous

urachalcancer

adrenaltumor

(androstcronoma)

laryngealCanCer

18

2

3

45

57

26

1

1

2

10

2

J

4

2

3

9

2

1

13

3

57

1

59

24

1

10

1

1

4

1

2

12

1

2

1

tota1
168 21 170 23

189 193

Table3.Urolithiasis

M

1983

F M

1984

F

k董dney

nephrocalcinos三s

ureter

bladdcr

prostate

urethra

P「epuce

31

17

tlr

3

13

16

1

34

29

五〇

5

17

11

1

total
55 30 78 29

85 io7
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Table4.Urogenitalanomalics

M

1983

F

Hydronephrosis3

(UPJstenosis)

Calyccaldiverticle

Simplerenalcyst12

Meduliaryspogekidney

Polycystickidney

Horseshockidney3

Renalagenesis

Renalhypogcnesis

Renalptosis

Rcnalectopia

Retrocavalureter

Completeduplicatedureter

Megaurcter

U-Vstenosis2

Eごtopicopeningureter

Ectopicureterocele

Sirnpleureterocele

Urachalcyst

Retrovesicalcyst

Hypospadial6

Epispadial

Chordeew重thouthypospadia

Meatalcyst

Cong.micropenileskinsleeve2

Ph五mosisg

Paraphimosisl

Cong.urethral丘stula

Urcthralvalve

Cong.urethraldiverticlum

Curvatureofthepenis

Cryptorchidism26

Monorchism

Cong.absenceofthevasdeferens

Transpositionof

the1・pep三sandscrotum

Labialfusion

Clitorialhypertrophy

Prunebellysyndrome

Prader-WiH、isyndrome

Kallmann,ssyndrome

Noonan'ssyndrome

Treacher-Collin'ssyndromc

Morquio'ssyndrome

Nai[-patellasyndrome

4

7

!

3

total
75 15

90

M

3

9

1

2

14

7

2

16

54

1984

69

F

2

5

1

1

1

3

1

i

15
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Table5.Urinaryobstruction.andstasis

M

1983

F M

1984

F

Ureteralstrictureandobstruction5

VUR5

Diverticulumofthebladder

Neurogenicbladdcr7

Bladderneckobstruction3

Urethralstricture6

Urethraldiverticulum

5

5

7

4

4

4

10

3

6

2

6

4

26 17 31

43 43

1盆_

Table6.Circulatorydisturbanccsoftheurogenitaltract

M

1ga3
F M

1984

F

Renalhypertension

Renovascularhypcrtensionl

A-V丘stula(malformation)

Priapism

VaricocelcofthespermaticcordIg

Torsionofthesperlnaticcord3

Torsionofappendixtestis

1

28

1

1

tOtal
23 1 30 0

24 30

Table7、Urogenitaltuberuculosis

M

1983

F .M
1984

F

Kidney

Prostate

Epididymis

Spermaticcord.

3 2 2

total. 5 2

めるが,殊 に前老 は,1973年 以来着実に増加 している.

② 結 石(Table3)

本統計 年度での 特色の一 つは,結 石患 者数 の著増

で,殊 に1984年 はそ の傾 向が著 し く,上 部尿路結石症

が増加 している.こ れ は,後 述 のご とく,lg81年 春か

ら施行 され る ζうに なっtcfl皮 的賢切石術(PN恥)

が 軌 道 に 乗 り,従 来 手 術に 対 して消 極 的 で あ った 対 象

例 に も,本 法 に よっ て積 極 的 に 治 療 され るべ く入 院愚

者 が 増 えた こ とに よ る と考 え られ る.

③ 尿 路 性 器 奇 形(Table4)

Cryptorchismはi真 性 のundescendedtestis=の

像か,retracti・letestis.ectgPiCte頭s・ も含 ん で しJ・
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Table8.Nonspecificinfectionoftheurogenitaltract

M

1983

F M

1934

F

Renalabscess

Pyelonephritis

Pyonephrosis

Chroniccystitis

Perivesical

granuloma

Periureteral

abscess

Prostatitis

Prostatic

absceSS

Fu】 〔kiculitis

Epididymitis

Phlegmonofthepenis

2

2

1

1

ユ

1

1

6

1

4

1

total
6 3 1i 1

9 12

Table9.Maleinfertility

1983 1984

OligozoosPe「mia

Azoospcrmia

(obstructive)

Aejaculation

7

2

13

1

total 9 14

TablelO.Renalfailure

M

1983

F M

1984

F

Acute.

Chronic

2

8

1

2 10 3

total 10 3 10 3

13 13

る,ま た,腎 嚢胞は慣 例上この項に含め,hydrone-

phrosiseeは,種 々の先天的 な腎孟尿管移行部 の狭窄

に起因す るもののみ とし,原 因不詳の ものは次項に入

れた,

④尿路通過障害及 び尿流停滞(Table5)

尿管狭窄は他科領域 の悪性腫瘍の浸潤 ・圧迫に よる

もの2例,医 原性 の狭窄5例 に よる水腎症,及 び原因

不 明の水腎症(後 腹膜線維症に あらず)1例 を含む.

また,4例 は腎後性無尿 であった.

⑤ 尿路性器 の循環 障害に基づ く病変(Table6)

循環 障害に基づ く疾患 では,54例 中47例(87%)が

精索静脈瘤 である.

⑥ 結核(Tabie7)

尿管膀胱結核併発例は単に腎結核の項に 含めたが,

7例 すべて腎結核で,副 性器結 核は1982年 以降皆無で

ある.

⑦ 非特異的感染症(Table8)

Chroniccystitisの 症例は,間 質性膀胱炎 の治療,

及び膀胱内皮癌の疑 いの もとに入 院,検 査 した症例 で

ある.

⑧ 男子不妊症(Table9)

乏精子症 は,ほ とんど精索静脈瘤を合併 した もので

あ る.ま た,閉 塞性 無精子症は,精 管結紮後2例,両

側ヘル ニア手術後 の閉塞1例 であった.

⑨ 腎不全(Table10)

26例 の大半 は,慢 性腎不全の た め の 血液透析患者

で,shuttroubleや 一般状態悪化の た め 入 院 であ

る.

⑩ 副腎及び他の内分泌疾患(Table11)

⑪ 外傷 ・異物(Table12)

⑫ その他(Table13)

主要疾患頻度(Table14)

泌尿器科入院患者で罹患頻 度の高い尿路性器腫瘍,
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Table11.Diseasesoftheadrenalglandandotherendocrinopathies

M

1983

F M

1984

F

Primaryaldosteronism

Cushing,ssyndrome

Cu曲ing'sdisease

Congenitaladrenalhyperplasia

Pheochromocytoma

Adrenalcyst

Neuroblastoma

Hyperparathyroidism2

Hypogonadotropichypogonadism

Adrenogenitalsyndrome

Truehermaphroditism

Femalepseudohermaphroditism

Delayedpuberty

Idiopathicgynecomastia

MaleTurner,ssyndrome

i 1

2

2

1

1

total 2 1 5 2

Tablel2.Urogenitalinjuriesandforeignbody

M

1983

F M

1984

F

Renalinjury

Ureteralinjury

UreterOVaginalfiStula

UreterOreCtalfiStUla

Vesicovaginalfistula

VesicoapPendicealfistula

Bladder丘stula

Foreignbodyofthebladder

Urethral三njury

Urethralfistula

Foreignbodyofthepe血is

Foreignbodyofthescrotum

Test量cularandscrotalinjury

Sel熊emasculatiQロ

Penilefracture

perforationofthebladderwali

1

1

3

1

1

1

tota1
2 3 2 1

5 3
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Table13.Misccll狐eous

旦983

MF M

1984

Hematuria

Rad三ationcystitis

Chyluria

Renaltubularacidosis

Donorofrenaltransplantation

Papillarynecrosis

Bladderherniation

Perivesicalgranuloma

Retrovesicalcyst

Stress三ncontinence

Prolapsusurethrae

Paraurethralcyst

Pr・staticcyst

Testicularatrophy

Hydroceletestis

Hydroceleofspermaticcord

Spermatocele

Spermaticgranuloma

Inguinalcyst

Rctroperitonealfibrosis

RetroperitonealCyst

Inguinalhernia

Sigmo三dcancer

Rectalcancer

Stomachcancer

Livcrcancer

Livcrabscess

Lungcancer

Uteruscancer

Ovarialtumor

Endometriosis

Malignantlymphoma

Multiplemyeloma

IleUS

Cohn'sdisease

Carcinoidoftheappendix

Malacoplakia

Ectopicprostate

Appendicealabscess

Appendic孟tis

Sp韮enomcgaly

Pcyronie'sdisease

Siogren,ssvndrome

Allcrgicshock

Gallbladdcrstone

Diabctesmellitus

Sarco三dosis

3.

1

1

7

1

1

2

1

1

2

4

2

3

1

1

2

3

1

9`

1.

1

zlr

1

1

1

1

2

6

1

total
24 932

33 41

F

1

2

3

1

2

9



吉田 ・ほか:京 大泌尿器科入院患者臨床統 計 1335

Tablel4.Percentfrequenciesofthemaindiseases

1983

M(%)F(%) t・tal(%) M(%)

1984

F(%)total(%)

Tumor

Lithiasis

Anomalies

52.227.6

17.139.5

23.319.7

47.5

21.4

22.6

48.9

22.4

15.5

29.1

36.7

19.0

45.2

25.l

l6.2

Numberofthcpatients

M F

1983

total M F

1984

total

Tumor

Lithiasls

Anomalies

168

55

75

21

30

15

189

85

90

170

78

54

23

29

15

193

107

69

尿路結石,尿 路性器奇形 の占める頻度 を,疾 患数/入

院患者 ×100(%),と して算 出 した,男 性 では尿路性

器腫瘍が 入院患者の 半数 内外 を 占め最 も頻度が 高い

が,女 性 では結石患者 が最 も多いQ全 体 としても,尿

路性器腫瘍患者の占め る割 合は,1979年 以降1981年 を

除いて常に40%を 越えてい る.

3)死 亡 ・剖検例(Tablel6)

入院期間中 の死亡者数は46名 で,う ち37名(80.4

%)に 剖検が施行 され た.剖 検 率 は 前 回 よ りも著

しく向上 し,1982年 以 降 ほ ぼ80%に 施 行 され て い

る,

年度 ごとに,死 因に至 った原疾患別の,剖 検 数/死

亡数,剖 検率(%)をTableI6に 示 した.

4)手 術(Tablcl5)

年間の手術件数 を,手 術 の対象 とな った臓器の組み

合わせで術式 を分類 し,性 別にその頻度をTab]e15

に示 した.た だし,外 来小手術は含 まれない.

手術1件 に つき,異 なる術式を施行 した ものは各項

に含めたが(例 えば,膀 胱傘摘除術+尿 路変更術),

一つの手術の流れ で同一臓器 ない し対象物に
,別 のア

プローチに よ り異 なる術式を施行 した場 合(例 えば,

結石に対す る腎孟・腎切石術 の施行)は,主 た る術式

を採用 した.

悪性腫瘍に 対す る リンパ節 廓清術 を併施 した場 合は

後者に対 し別項 を設 け,salvagcorrcductionsur-

geryの それ と区別で きるように試 みた.以 下,主 た

る手術について解説す る.

① 腎

腎摘 の大半は腎腫瘍に対す る広汎腎摘除術で,Ge.

rota筋 膜 を含む同側の副腎摘除 を併施 している.

腎結石に対す る術式におけ る顕著な変 化は,1984年

春 か ら施 行 され た 経 皮 的 腎 切 石術(PNL)の 普 及 で あ

る.こ の た め 同年 の腎 孟 切 石 術 は減 少 し,ま た 腎切

石 術 は 皆無 とな っ た.な おPNLは,初 期 に は 同

一 人 に 複数 回 施行 され る こ とが こ と に 多 く,施 行 回

数 は 患 者,1人 当 り平 均2.4回(94 .回/34人)で あ っ

た.

② 尿管 ・膀 胱

尿 管 ・膀 胱 逆 流 防 止 手術 は,Politano-Leadbetter

法,Col・en法,ま た 時 にlGlcnn-Anderson法 が 行

なわ れ てい るが,Hutch法,Lich-Gregoir法 は 全

く採 用 され な くな った.こ こ での 特 色 も,1984年 度 の

尿管 切 石 術 の減 少 で,尿 管結 石 に 対 し て もPNLや,

経 尿道 的 尿 管 切 石 術(TURS)が 施 行 さ れ る よ うに

っ た ため であ り,こ の傾 向 は,尿 路 結 石 全 般に 対 して

今 後増 々顕 著 とな る.

③ 前 立 腺 ・膀 胱

前 立 腺 肥 大 症 に 対 す る 手術 は.前 回 の報 告 どお り恥

骨 後式 前 立 腺 別 除 術 とTURPが 主 流 で あ る が,次

第に 後者 が 優 勢 とな る傾 向 が見 られ,opensurgery:

TURは,1983年1:1.2,1984年.1:2と 上 昇 し,

これ も今後 増 々 こ の よ うな 傾 向に な る も の と考 え る.

会陰 式 前 立 腺 露 出 術 は,早 期 癌 に 対 す る術 中 照 射 施

行 の た め で あ る.し た が って 本報 告 年 度 に は 前 立 腺 全

摘 除 術 は な い。

膀 胱 全摘 除 術 は,膀 胱 ・尿 道 全摘 除 術 と区 別 した が,

術 前 の 評価,術 中 膀 胱 切 除 遠 位 端 の組 織 学 的 所 見 な ど

に よ って術 式 は決 定 され る.

④ 経 尿道 的 手 術

TURPに つ い て は 前述 した.膀:胱 腫 瘍 にi対 す る

TUR-Btは,stagingの 目的 のそ れ と,表 在 性 腫 瘍

に 対 す る 治癒 的TUR.を 含 ん だ もの で あ る.
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Table15.Numberofsurgeriesaccordingtoorgansandoperationmodes

M

1983

F M

1984

F

1.Kidney

Nephrectomy

Part至ahephrectomy

Nephrostomy

Uncapplingoftherenalcyst

Nephropexy

PyelOP豆asty

Pyelolithotomy

Nephrolithotomy

Fistelonephrolithotolny

Autotransplantat量on

Percutaneouspunctureofthe

renalcystandalcoholin

15

2

1

2

1

17

5

fusion10

Percutaneousnephorolithotripsy

(PNL)

II.Kidney,Ureter

Nephroureterectomyl

Heminephrectomy

III.Kidney,ureter,b玉adder

Nephroureterectomywithcuffl

Renaltransplantat三 〇n

IV.Kidney,1紅testine,Bladder

Calicoileocystosto皿y

V。Ureter

Partialureterctomy2

Ureterocutaneostomy5

Ureterolithomy14

Ureterolysis

Ureterop!astyl

Transurethral

ureterorenoscopicailithotripsy

VI.Ureter,Bladder

Partia!ureterctomywithcuff

UreterOVeSiCOneOStOmy3

AntireHuxoperation3

VII.Ureter,Intestine

Ilealconduit14

Sまgmoidconduit

VIII.Bladder

Partialcystect。my

Resectionofbladdertumor

Cystolithotomy

Diverticulectomy

Cystostomy

Bladderneckresect量onl

Sectioalta

IX.Bladder,Prostate

Totalcystectomy15

8

1

3

3

3

5

3

1

9

2

3

5

1

1

3

7

1

1

3

9

5

67

1

2

1

1

9

3

1

4

7

1

1

4

3

1

6

3

27

1

1

2

3

4

5

4

4

1
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X.Bladder,Prostate,Uretb「a

Totalcystectomyand

urethrectomy

XI.Biadder,Intestine

SigmoidocystoPlasty

XII.Bladder,Vagina

Transvaginalclosureofthe

VeSiCOVag三nal丘StUla

Transvaginalresectionoftumor

XIII.Prostate

Suprapubicprostatectomy

Retropubicprostatectomy

Perinealprostatectomy

Perinealexposureofthe

prostate

Perinealrcsectio且ofthe
コ

prostatlccyst

Radicalperinealprostatectomy

XIV.Penis,Urethra

Partialpenectomy

Excisionofthepenile

foreignbody

Excisionofcondyloma

Incisio且ofcorpuscavernosum

Urethropexy

Circumcisionandlor

Dorsli取cisioa

ChordeectomyorPhalloplasty

Urethroplasty

Closureoftheurethral{istula

Resectionofprolapsedurethra

RcsectionoftheurethraI

Caruncle

Meatotomyorexcisionof

meatalcyst

Urethrourethrostomy

Urethrolithotomy

XV.Scrotalcontent

Orchiectomyorcastration

Repairoftherapturedtcstis

Hydrocelectomy

Epididymectomy

Spermatoce!ectomy

Vasovasostomy

Highligationofthe

spermaticvessels

Orchidopexy

Exploratoryoperation

】巳masculation

XVI.Adrenal,Retroperitoneum

Adrenectomy

Resectionoftheretroperitoneal

tumororcyst

1

1

25

6

10

6

8

6

1

13

1

4

2

2

17

20

2

1

3

4

24

1

1

7

5

4

6

i

1

11

8

4

1

27

14

3

2

2

1
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Retroperitoneallymphnode

dissectionl

Lymphadenectomyofthe

femora亘andIliacnodes7

Reconstructionoftherenalartery2

Par[ialresectionoftheinferior

venacava

R.econstructutionoftheaorta

XVII.Transurethraloperation

TUR・P30

Cryoprostatectomy

TUR-Bt30

TUR-Bn2

Fulgurationl

Litholapaxy5

LASER.-Bt

Urethrotomyl

TransurcthraldQrmiastone

lodgcl

XVIILMiscellaneous

A-Vshunt5

Parathyroidectomy2

Mammoplastyl

Herniorrhaphy2

11eostomy

Colostomy2

Gastrectomv
'

Partialresectionofthesmall

intestinel

Rescct三 〇noftherectuml

ApPendectomy

Ileo-ileostomy

Hemicolectomy

Splencctomy

Pancolectomy

Hysterectomy

Clitoridectomy

Incisionoflabialfusion

Oophrectomy

Openbiopsyofthepelvicbone

Exploratorylaparotomy2

VulvOPlasty

Arterialcannulation

Bonemarrowaspiration

Repairoftheconduitstoma

Cholecystectomy

Repa五rofdecub三tus1

3

10

2

1

1

1

2

1

1

50

45

2

1

7

3

4

1

2

4

1

2

1

1

10

1

2

1

1

1

1

1

1

1
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TableI6. Numberofautopsycasesandautopsyratio

(autopsycases/deathnumber)

1339

Diagnosls 1983 1984

Renalcellca.

Renalpelvictumor

Chronicrenalfalure

Acuterenalfalure

UreteralCanCer

B夏addercancer

Urethralcancer

PrOStatiCCanCer

Penilecancer

Testicularcancer

Extragonadalgermcelltumor

Rectalcancer

Malignantshwannoma

Wilm,stumor(adulttype)

5/6

1/1

1/1

1/2

1/3

3/3

1/1

414

2/2

1/l

I/1

6/9

0/1

717

2/3

1/1

total
21/25(84.o%) 16121(76.2%)

37/46(80.4%)

報告年度ではLaserに よる膀胱腫瘍の経 尿道的処

置は行なわれな くなった.

⑤ その他

腸管に対する諸腫 の手術 侵襲 は,主 として泌尿器科

術後患者 のイ レウスな ど晩期合併症に対 して当科 で行

なわれた者 のみ列挙 し,他 科に 転科 して行なわ れた も

のは含まない,

虫垂切除術は,入 院中の患者 に対 し緊急的に 行なわ

れた もので,回 腸導管造設時のそれは除外 した.

また,副 甲状腺摘除術は,機 能充進症 に対 し,当 科

医師に よって直接施行 された ものであ る.

ま と め

1977年及 び1983年 に報告 した1973年8月 ～1982年12

月の臨床 統9H}1・・2)に引き続 き,1983年1月 ～1984年12

月の2年 間の京都大学医学部附属病院泌尿器科 入院患

者の臨床統 計を過去 の形式 を でぎる限 り踏 襲 して行な

った.

2年 間の全症例825名 を,性 別,年 齢別に一括 し,

疾患別,手 術術式別に表示 し,ま た主要疾患 の比率,

死亡数 と原因疾患,剖 検数 ・剖検率な どをま とめ,要

点 を解説 した.

1)著 者名は,現 教室員及び報告年度内に京都大学医学部

泌 尿器科学教室に在籍 した もののみ列記 した.

2)こ の統計は主 として岡 田謙一郎,飛 田収一に よって ま

とめ られた.
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